
 

 

コース ３３ 高社山
こうしゃさん

 

リーダー  ＣＬ M/T  ＳＬ K/T     

実 施 日  平成 28年９月１０日（土）天候 晴れたり曇ったり 

参 加 者  1８人 （男性 ６  女性 １２） 

グレード  B 上～C 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所  5：53 駅西口→西 IC→米山 SA→豊田飯山 IC                     

道の駅「ふるさと豊田」 8：20 8：35 靴履き替え、休憩 

谷厳寺登山口 8：55 9：00 ストレッチ、1班より出発 

天狗の飛石 9：35 9：45 班ごとに撮影 

土用場 10：55 11：05 休憩、夏の花々が咲いている 

薬師の岩屋 11：45 11：50 クサリの大岩をひと登り 

山頂（東峰） 12：30 13：25 2等 3角点、石の祠あり、昼食 

展望台地 13：55 14：10 マツムシソウ、ワレモコウの群生 

よませスキー場登山口 15：00 15：25 中野 IC→米山 SA→西 IC→駅西口 

秋葉区役所 18：40  ほぼ予定通り帰着 

 

山行等概要（幹事のコメント） 

 2 名増え 2 名キャンセ

ル。 

 登山には降らず照ずでま

ずまずの天気で安心して

歩行。 

 この山は上信越道中野 IC

附近の志賀高原側から望

める秀麗な山容で高井富

士とも称され信仰の山で

ある。 

 歩き始めて樹林帯に入る

と早速左手に丈の高い金

箔の不動明王、同じく金

箔の座像の大日如来、勢

至観音が迎えてくれる。 

 やがてキノコ、秋の花咲く緩い登りで①釈迦如来、②文殊菩薩を過ぎ、③普賢菩薩のあ

る「天狗の飛石」に着く。次に④地蔵菩薩、⑤薬師如来、⑥観音菩薩、⑦勢至菩薩と所々

に階段、岩の登りで10分～15分間隔で道標となってくれた。 

 ⑧阿弥陀如来、⑨阿閦如来、⑩大日如来の 3 体の石像のある広い土用場では、右手奥

に天狗岩の大岩を望むことができた。 

 薬師の岩屋でヒカリゴケをみてクサリの大岩をひと登り、全員無事通過できホッとする。 

 西峰で一休みして、ちょっと下って上ると毎年大晦日に中野市民の越年登山が行われて

いる登頂記念碑があり、360度展望の東峰に着き昼食を摂る。 

 下山は急降下を慎重に下り、展望台地で眺望とマツムシソウやワレモコウなど、秋の

花々を愛でスキー場を下る。 

 スキー場からの上りではなく、下りに計画したのはよかったかなと思った。  

高社山（東峰）頂上にて 

スキー場下りの途中 



 

 

 

「高社山」に参加して、感じたままに 

（１６０６）K/H  

 

朝の出発時より、全く雨の心配なしの登山日和。全員の精進に感謝。秋の気配の中にも、 

まだ夏の名残も感じながらの一日でした。 

道の駅「ふるさと豊田」で、登山靴に履き替えて準備完了。 

総会資料では、古くから信仰の山で石仏が登山道にあると

の案内のとおり、登山口「谷厳寺」の道に入るとすぐに、５メ

ートルもあろうかと思える、大きな仏像に驚かされました。そ

れが一体どころか歩く度に道の脇に現れ信仰の深さが感じら

れました。 

正直いってもっと楽な行程かと思っていましたが、どうし

てどうして結構な登りでした。 

半分くらい登ったかなと思って休憩した、飛び石（天狗岩の

岩が割れて飛んできたという所）で、サブリーダーより「まだ

５分の２弱」との声がかかり、「気を引き締めてさらに頑張ら

なくちゃ」の声が上がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山道は階段もなく，ガレ場もない歩きやすい山路で、両側からは木々が暑い陽射しを遮

ってくれて助かりました。 

また途中には、石碑として「文殊菩薩」「普賢菩薩」「地蔵菩薩」「薬師如来」「観音菩薩」「勢

至菩薩」「阿弥陀如来」「大日如来」「虚空蔵菩薩」などが道標のようにありました。 

土用場「一杯清水」の平場で休憩、飛び石になった天狗岩を見渡せたのも、素晴らしかった

です。ただ、まだ「５分の３弱」との案内に更に覚悟を決めました。     

  



 

 

 

いよいよ急登の開始、クサリ場やロープのある岩場も乗り越えて、やっとたどり着いたの

は「西峰」、そこから更に一山，ついに高社山に登頂。全員で記念写真を撮ってから、楽しい

昼食に入る。 

余談ですが、昼食中にスキー場から登ってきたという若い女性２名（山ガールになりそう

な２０歳台前半）と話しましたが、一人は新発田市から来たとのこと、同県というだけで話が

弾むのも、山ならではのことですね。 

そして「よませスキー場」に向かって下山。 

さまざまな「キノコ」にびっくり。たまご茸の真っ赤な色の鮮やかさ、参加者から「食べら

れるよ」との声。サッカーボールのような大きなキノコや、親指姫に出てくるようなキノコ

に、「メルヘンチックね」とか「初めて見ました。花もいいけどキノコも楽しいね」との声。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜サッカーボールのようなキノコ＞           ＜たまご茸＞ 

 

そして陽射しのあるスキー場のゲレンデを吾亦紅やススキに季節を感じながら，「よかった、

良かった」の声とともに全員無事下山。   

帰りの車中でも、今後の会山行予定などの情報提供をいただき、予定通り新津に帰ってき

ました。 

リーダー、サブリーダー、そして参加の皆さんお世話になりありがとうございました。 

 


